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平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会

期
16
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成
23
年
度
茂
原
市
一
般
会
計

決
算
認
定
及
び
各
特
別
会
計
決
算
認
定
、
平
成
24
年
度
茂
原
市
一

般
会
計
補
正
予
算
並
び
に
茂
原
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ
い

て
の
議
案
な
ど
計
20
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

認
定
案
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
、
そ
の
他
の

議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・
同

意
・
適
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
決
算
審
査
を
行
う
た
め
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

９ 月 定 例 会 一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど12議

案
を
可
決

危
機
管
理
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い

る
。

災
害
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

鈴
木　

敏
文　

議
員

（
も
ば
ら
21
）

問	

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
後
、
全
国
の
自
治
体
で

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
。
初
期
の
対
応
と
中
長
期
の

対
応
方
法
を
検
討
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
取
り
組
み
状
況
及
び
避
難

所
開
設
計
画
を
伺
い
た
い
。

答	

本
市
で
は
茂
原
市
地
域
防
災
計

画
を
基
に
、
災
害
時
の
配
備
の
伝
達

と
参
集
方
法
、
各
部
署
の
事
務
分
掌

と
職
員
の
役
割
、
避
難
所
や
炊
き
出

し
、
被
災
者
対
応
な
ど
を
取
り
ま
と

め
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
。
今

後
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
整
合
化
を
図
り
な

が
ら
、
よ
り
実
働
的
で
充
実
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。
避
難
所
の
開
設
に
つ
い

て
は
災
害
の
状
況
で
異
な
る
が
、
震

度
５
強
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
に
は
自
動
配
備
に
よ
り
避
難
所
を

直
ち
に
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

毎
年
、
直
近
動
員
を
は
じ
め
関
係
部

署
の
職
員
に
対
し
、
災
害
に
対
す
る

考
え
る
が
ど
う
か
伺
う
。

答	

ミ
ニ
公
募
債
は
自
治
体
の
資
金

調
達
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
昨
年
度

県
内
で
は
千
葉
市
他
４
市
で
発
行
し
、

住
民
の
高
い
関
心
を
集
め
て
い
る
。

し
か
し
、
ベ
ー
ス
と
な
る
国
債
の
金

利
低
下
に
よ
る
投
資
ニ
ー
ズ
の
減
退

で
募
集
額
が
発
行
総
額
に
満
た
な
い

ケ
ー
ス
が
生
じ
る
等
の
理
由
に
よ
り

発
行
団
体
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
発
行
に
あ
た
っ
て
は
証
券
の

作
成
経
費
や
引
受
銀
行
へ
の
手
数
料

等
の
経
費
が
必
要
と
な
る
。
公
募
債

の
発
行
は
市
民
の
行
政
へ
の
参
加
意

識
の
高
揚
を
図
る
上
で
有
効
な
手
段

の
一
つ
と
考
え
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
勘
案
し
、
実
施
団
体

の
状
況
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

９
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問

は
、
９
月
12
日
、
13
日
、
14
日
の
３

日
間
に
わ
た
り
10
名
の
議
員
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
参
加
型
ミ
ニ
公
募
債に

つ
い
て

田
丸　

た
け
子　

議
員

（
公
明
党
）

問	

本
市
と
し
て
特
徴
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
住
民

参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

ミ
ニ
公
募
債
を
発
行
し
て
市
民
の
行

政
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。
又
、
県
内
先
進
市
の

成
功
事
例
等
を
調
査
研
究
す
べ
き
と

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
公
会
計
制
度
に
つ
い
て

・
芸
術
文
化
活
動
に
つ
い
て

・
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

・
健
康
支
援
に
つ
い
て

・
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

・
観
光
行
政
に
つ
い
て

・
教
育
に
つ
い
て

・
地
域
に
お
け
る
犯
罪
予
防
活
動
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

飯
尾　

暁　

議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

問	

大
量
解
雇
な
ど
不
安
定
雇
用
が

続
く
中
、
定
住
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
住
民
支
援
策
が
必
要
で
あ

る
。
若
者
持
ち
家
取
得
支
援
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
近
隣
自
治
体

で
喜
ば
れ
て
い
る
政
策
が
な
ぜ
行
わ

れ
な
い
か
。
住
宅
や
道
路
側
溝
の
蓋

の
設
置
基
準
な
ど
安
全
対
策
を
含
め

今
後
の
施
策
を
伺
う
。

答	

本
市
と
し
て
は
企
業
誘
致
に
よ

る
雇
用
の
場
の
さ
ら
な
る
創
出
に
加

え
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
、
学
校

施
設
の
耐
震
化
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者

支
援
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
な
ど
に
引
き
続
き
努
め
る
こ
と
に

よ
り
、
総
合
的
な
魅
力
を
向
上
さ
せ
、

す
べ
て
の
市
民
が
「
住
ん
で
良
か
っ

た
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

住
環
境
の
整
備
で
は
住
宅
困
窮
者

の
安
定
し
た
居
住
の
確
保
を
す
る
た

め
、
市
営
住
宅
の
計
画
的
な
改
修
が




